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南西諸島周辺海域におけるクロマグロ仔稚魚分布調査 

調査概要 

 

 

１．背景と目的 

水産研究・教育機構では、平成 23 年度からクロマグロ仔稚魚の分布と産卵場の推定

および来遊経路に関する調査を実施してきた。今後はその結果を更に発展させるため、

日本周辺におけるクロマグロ仔稚魚調査を実施する。具体的には、仔稚魚の生残過程を

解明するためのサンプリング、その結果を受けての時空間的解析、栄養塩・植物プラン

クトン・動物プランクトンの時空間的解析、クロマグロの摂餌生態・栄養状態の解明な

どである。  

本調査航海では、沖縄本島から先島諸島周辺域において、採水やプランクトン採集を

含む各種海洋観測に加え、クロマグロおよびその他魚類の仔稚魚の採集をするため、リ

ングネット、LC ネットによるサンプリングを実施する。クロマグロの成長は速いため、

時期や海域により採集器具はその都度変更を行い、適切に調査を実行する。そして、当

海域での仔稚魚の分布とその海洋環境との関係を明らかにするとともに、成長生残過程

の解明に必要な試料を得ることを目的とする。 

 

２．調査実施者 

（１）調査船：水産庁漁業調査船「開洋丸」 

（２）調査員：国立研究開発法人 水産研究・教育機構職員 

 

３．調査海域・調査地点 

 調査点は南西海域において黒潮流路に従って配置した。これまでの調査結果を鑑み、

クロマグロ仔魚の採集を目的とした調査は黒潮外側を中心に実施し、稚魚の採集を目的

とした調査は黒潮流軸内を中心に実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

調査海域図．仔稚魚調査実施調査点．

黒点：仔魚採集調査点、白丸：稚魚調

査点 、灰色実線：黒潮流路 
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４．調査期間 

令和 4年 5月 20日〜6月 5日 

 

５．調査方法 

クロマグロ仔魚の採集には、目合の異なる二種類のリングネット（口径：2m、目合：

0.3mm・1.0mm）を用い、稚魚の採集には LC ネット（網口：10×10m）を用いた。ま

た、動物プランクトン採集（NORPAC200m）、採水（水温、塩分、クロロフィル、栄養

塩）、流向流速等のデータを収集した。 

 

６．調査結果 

（１）仔魚採集調査 

目合 1.0mm のリングネットで採集されたマグロ類仔魚個体数は、クロマグロ仔

魚：116、キハダ仔魚：69、ソウダガツオ属仔魚：816、カツオ仔魚：39 であった

（写真 1）。目合 0.3mmのリングネットでは、476個体のサバ科仔魚が採集された。

クロマグロ仔魚は、水温 25℃以上の調査点で出現した（図 1）。5 月 26 日には 1 調

査点で 74 個体のクロマグロ仔魚が採集され、本航海での各調査点あたりの採集個体

数としては最大であった。 

（２）稚魚採集調査 

LCネットにてマグロ類稚魚は 121 個体採集され（写真 2）、DNAによる種査定の

結果 14個体のクロマグロ稚魚が同定された。採集されたクロマグロ稚魚の尾叉長は

26.5 ～ 67.8 mm、平均 34.4 mmであった。本航海において、1調査点で最も多くの

マグロ類稚魚が採集されたのは、6月 2日の調査点であった。本調査点では 2回の

曳網を行い、それぞれマグロ類稚魚が 53個体（クロマグロ 8個体）、58個体（クロ

マグロ 5個体）採集された。また、本調査点は黒潮流軸の強流帯にあり、曳網時の

平均流速はそれぞれ 2.8kt、2.6ktであった（図 2）。 

 

７．まとめ 

本調査において、クロマグロ仔魚は、黒潮外側の表面水温が 25℃以上の海域で出現し

た。この結果は昨年までの出現傾向と同様であった。また、これらの個体は、発達段階

から孵化後 7~11 日の仔魚と考えられた。本調査では 5 月 25 日と 26 日に多くの個体が

採集され、これらの個体は 5 月中旬に孵化したと考えられた。稚魚については、黒潮流

軸強流帯に出現し、水温 25℃以上で出現した。しかし、これらの条件を満たす採集点で

も稚魚が採集されないことも多く、本海域では 5 月下旬の稚魚密度は高くないと推定さ

れた。また、6 月 2 日に採集されたクロマグロ稚魚は、体長から孵化後 20 日～25 日程

度と考えられた。これらの個体の孵化日は 5 月上旬と考えられた。今後は成長、食性な
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ど、クロマグロの初期生態解明の重要なデータが得られると期待される。 

 

８．図表 

 

 

 

 

写真 1：目合 1.0mmのリングネットで得られたマグロ類仔魚．

右下スケールバーは 1mmを表す 

 

 

 

写真 2：6月 2日にLCネ

ットで採集されたマグロ

類稚魚（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：リングネット（目合 1.0mm）

で採集されたクロマグロ仔魚の個体

数と調査点の表面水温（SST） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：LCネットで採集されたマグロ

類稚魚の個体数と調査点の平均流速

（Velocity kt） 
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